










研修報告 園内研修を受けて 研修報告 全体研修会・保育の質の向上とは

今回、子どもへの個別の支援の在り方について研修を受け、子ども

がより安心し、楽しく園生活を送るためには個別の支援がとても

重要であると、改めて実感しました。

そして、子ども達一人一人の持つ個性を理解し、どのように接する

ことが必要とされるのかを考え、実行することが保育士に求め

られることの一つであると感じます。

研修では、職員間で考えを共有し、子どもへの接し方について新たな

発見や学びがあり、今後、よりよい保育が出来るようになるので

はないかと期待が高まりました。

また、一人では解決が難しいと感じる場面で、仲間同士で協力を

求め合うこともとても重要であると感じました。

今回学んだことを日々意識して保育に取り組んでいきたいです。

全体研修会に参加し、保育の質の向上に向けて自分たちには何が

必要なのか、保育者としての気持ちの持ち方や考え方などについて

学ばせていただきました。「保育者の対応が子ども達にとって一番

の環境であり、一人ひとりが自分探しのできる保育を目指していく

ことが大切である」「日々の保育の振り返りを他職員と共有する

ことが保育の質の向上へ繋がる」「見る角度をかえれば、その子

の『善さ』が見えてくる」など、保育者として大切なことを学ぶこと

ができ、改めて保育について深く考えることができました。この研修

を通して、自分の日々の保育を振り返ることができ、初心にかえり

自分自身の保育に対する姿勢を見つめ直すことができました。

今回の学びを大切に、日々精進していきたいです。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

お世話になりました。

よろしくおねがいします。

writer : 森重　めい
writer : 渡辺 美沙希

古希を迎えました。おめでとうございます！
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S26年生まれ
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サービス提供責任者
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